


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































。 所 斉 室
」てのム
「社で
法稜「
苑 L了楚
詩宗量
」の歩
竺零王
国~3Ì売
のにひ
大つ称
百日いさ
」てれ
に、て
つまい
いたる
ず~ ~ 
¥男燕
「
祖
」
と
「
社
」
最
初
に
、
楚
の
「
雲
夢
」
と
並
称
さ
れ
て
い
る
燕
の
「
祖
」
、
野
の
「
社
稜
」
を
見
て
い
く
。
『
周
礼
』
考
工
記
「
匠
人
」
の
条
に
「
祖
を
左
に
し
、
社
を
右
に
す
。
(
左
祖
、
右
社
。
)
」
と
あ
り
、
そ
の
鄭
玄
注
に
「
祖
は
、
宗
廟
な
り
。
(
祖
、
宗
廟
。
)
」
と
あ
っ
て
、
「
祖
」
は
祖
先
神
を
祭
っ
た
宗
廟
で
あ
る
と
分
か
る
。
同
じ
く
『
周
礼
』
地
官
「
大
司
徒
」
と
、
そ
こ
の
鄭
玄
注
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。
設
其
社
稜
之
槌
、
而
樹
之
回
主
、
各
以
其
野
之
所
宜
木
。
遂
以
名
其
社
輿
其
野
。
(
其
の
社
稜
の
墳
を
設
け
、
之
に
田
主
を
樹
う
る
に
、
各
お
の
其
の
野
の
宜
し
き
所
の
木
を
以
て
す
。
遂
に
以
て
其
の
社
と
英
の
野
と
に
名
づ
く
。
)
〔
鄭
玄
注
〕
社
稜
、
后
土
及
田
正
之
神
。
埴
、
壇
輿
塘
埼
也
。
団
主
、
田
神
・
后
土
・
田
正
之
所
依
也
。
・
所
宜
木
、
謂
若
松
栢
栗
也
。
若
以
松
爵
社
者
、
則
名
松
社
之
野
。
(
社
稜
は
、
后
土
及
び
田
正
の
神
な
り
。
埴
は
、
壇
と
堀
坪
と
な
り
。
田
主
は
、
田
神
・
后
土
・
田
正
の
依
る
所
な
り
0
・
宜
し
き
所
の
木
と
は
、
松
・
栢
・
栗
の
若
き
を
謂
う
な
り
。
若
し
松
を
以
て
社
と
局
せ
ば
、
則
ち
松
社
の
野
と
名
づ
く
。
)
「
社
」
は
土
地
の
神
、
「
稜
」
は
農
業
の
神
を
祭
っ
た
も
の
で
あ
り
、
あ
(
山
ω】
わ
せ
て
「
社
稜
」
と
も
称
さ
れ
る
。
「
社
稜
」
の
具
体
的
な
形
状
は
、
「
回
主
」
(
神
霊
の
依
り
代
)
と
し
て
「
木
」
を
植
え
た
も
の
だ
っ
た
。
さ
ら
に
、
『
周
札
』
春
官
「
小
宗
伯
」
に
は
、
「
社
稜
を
右
に
し
、
宗
廟
を
左
に
す
。
(
右
社
稜
、
左
宗
廟
。
)
」
と
あ
り
、
『
礼
記
』
「
祭
儀
」
に
も
ほ
ぽ
同
文
が
あ
る
。
考
工
記
の
「
祖
を
左
に
し
、
社
を
右
に
す
」
と
併
せ
考
え
る
と
、
「
祖
(
宗
廟
ご
と
「
社
(
社
稜
)
」
は
古
く
か
ら
一
対
の
も
の
と
し
て
祭
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
一
位
。
さ
き
の
『
墨
子
』
に
「
燕
将
に
祖
に
馳
せ
ん
と
す
」
と
あ
る
文
が
、
『
法
苑
珠
林
』
で
は
「
簡
公
祖
揮
に
紀
る
」
と
な
っ
て
お
り
、
Am) 
祖
(
祖
津
)
で
何
ら
か
の
祭
肥
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
な
お
、
燕
の
「
祖
」
は
、
先
に
挙
げ
た
『
法
苑
珠
林
』
に
、
「
簡
公
祖
揮
に
肥
る
」
「
燕
の
祖
津
有
る
」
と
、
「
祖
津
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
雲
夢
沢
と
同
じ
よ
う
な
「
沢
」
、
す
な
わ
ち
水
が
あ
り
草
木
が
繁
茂
し
た
{
山
}
場
所
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
ま
た
、
賓
の
「
社
稜
」
は
、
諸
侯
の
立
て
た
「
国
社
」
な
い
し
「
侯
A
幻
)
社
」
に
相
当
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
宋
の
「
桑
林
」
『
墨
子
』
明
鬼
篇
下
で
楚
の
「
雲
一
夢
」
と
並
べ
ら
れ
て
い
る
宋
の
「
桑
林
」
に
つ
い
て
は
、
既
に
孫
諮
談
が
考
察
し
て
い
担
。
以
下
、
孫
話
設
の
説
に
沿
っ
て
検
討
を
行
う
こ
と
と
す
る
。
『
呂
氏
春
秋
』
慎
大
篇
に
「
武
玉
殻
に
勝
ち
、
:
成
湯
の
後
を
宋
に
立
て
、
以
て
桑
林
を
奉
ぜ
し
む
。
(
武
王
勝
殿
、
・
:
立
成
湯
之
後
於
宋
、
以
奉
桑
林
。
)
」
と
あ
り
、
そ
の
高
誘
注
に
「
桑
山
の
林
は
湯
の
蹄
る
所
な
り
。
故
に
之
を
奉
ぜ
し
む
。
(
桑
山
之
林
湯
所
総
也
。
故
使
奉
之
。
)
」
と
あ
る
。
ま
た
『
准
南
子
』
俗
務
訓
に
「
湯
早
に
身
を
以
っ
て
桑
山
の
林
に
鵡
る
。
(
湯
早
以
身
鵡
於
桑
山
之
林
。
)
」
と
あ
り
、
そ
の
高
誘
注
に
は
「
桑
山
の
林
能
く
雲
を
興
こ
し
雨
を
致
す
、
故
に
之
に
鵡
る
。
(
桑
山
之
林
能
興
雲
致
雨
、
故
誠
之
。
)
」
と
あ
る
。
「
准
南
子
」
修
務
訓
に
よ
れ
ば
「
桑
林
」
と
は
殿
の
湯
王
が
雨
乞
い
を
し
た
場
所
で
あ
り
、
高
誘
は
「
桑
林
」
を
「
桑
山
の
林
」
と
書
き
換
え
討
て
い
る
。
回
『
左
伝
』
袈
公
十
年
に
も
楽
曲
名
と
し
官
「
桑
林
」
が
挙
げ
ら
れ
て
悶
い
る
。
時
宋
公
享
晋
侯
子
楚
丘
、
請
以
桑
林
。
(
宋
公
普
侯
を
楚
丘
に
享
醐
し
、
請
う
に
桑
林
を
以
て
す
。
)
同
右
の
「
桑
林
」
を
説
明
す
る
の
に
孔
穎
遥
は
『
尚
喜
大
伝
』
を
引
い
J
ヂ融
制
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
部
唯
書
侍
言
、
湯
伐
築
之
後
、
大
平
七
年
、
史
卜
目
、
営
以
人
矯
総
。
湯
乃
鶏
髪
断
爪
、
自
以
局
性
而
鵡
於
桑
林
之
社
、
而
雨
大
至
方
数
千
里
。
(
唯
だ
書
停
言
え
ら
く
、
湯
架
を
伐
つ
の
後
、
9 
大
い
に
早
す
る
こ
と
七
年
、
史
卜
い
て
日
く
、
首
に
人
を
以
て
鵡
り
を
魚
す
べ
し
と
。
湯
乃
ち
髪
を
頭
り
爪
を
断
ち
て
、
自
ら
以
て
性
と
矯
し
て
桑
林
の
社
に
擦
り
、
雨
大
い
に
至
る
こ
と
方
数
千
里
、
と
。
)
「
桑
林
」
は
、
「
左
伝
』
正
義
が
引
く
『
尚
番
大
侍
」
に
は
「
桑
林
の
社
」
と
あ
り
、
般
の
後
爾
で
あ
る
宋
の
「
社
」
と
考
え
ら
れ
る
。
『
呂
氏
春
秋
』
慎
大
鰐
の
高
誘
注
が
言
う
よ
う
に
、
股
の
湯
王
が
桑
林
で
雨
乞
い
を
行
い
、
般
の
後
鷲
で
あ
る
宋
が
桑
林
の
祭
砲
を
継
い
だ
も
の
で
あ
る
う
。
先
に
挙
げ
た
『
周
礼
』
地
官
「
大
司
徒
」
に
「
こ
れ
に
田
主
を
樹
う
る
に
、
各
お
の
其
の
野
の
宜
し
き
所
の
木
を
以
て
す
。
」
と
あ
っ
た
「
社
」
の
形
態
や
、
孫
諮
誕
の
「
桑
林
は
蓋
し
大
林
の
名
な
り
。
湯
早
を
彼
に
織
る
、
故
に
宋
も
亦
た
其
の
砲
を
立
可
。
」
と
い
う
考
証
か
ち
す
れ
ば
、
「
桑
林
」
と
は
元
来
桑
の
木
の
林
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
あ
つ
ま
「
男
女
の
属
り
て
観
る
所
」
あ
つ
ま
『
墨
子
」
明
鬼
篇
下
に
「
男
女
の
腐
り
て
観
る
所
」
と
あ
る
「
廓
」
は
、
該
当
箇
所
に
付
け
ら
れ
た
孫
話
裂
の
注
に
、
「
周
躍
州
長
鄭
注
に
云
う
、
腐
は
猶
お
「
合
」
の
ご
と
き
、
「
緊
」
の
ご
と
き
な
問
。
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
合
う
、
衆
ま
る
」
の
意
味
で
あ
る
と
分
か
る
。
A
M
M
)
 
「
観
」
は
、
『
詩
経
』
の
い
わ
ゆ
る
歌
垣
を
う
た
っ
た
詩
に
も
見
え
ヲ
G
。
10 
漆
輿
消
、
方
漁
漁
令
。
土
輿
女
、
方
乗
簡
令
。
女
白
観
乎
、
土
日
既
且
。
且
往
翻
乎
、
消
之
外
、
淘
苛
且
融
市
。
維
士
輿
女
、
伊
其
相
諮
、
贈
之
以
勺
襲
。
(
榛
と
消
と
、
方
に
漁
漁
た
り
。
士
と
ら
ん
女
と
、
方
に
閣
を
乗
る
。
女
日
く
「
観
ん
か
」
と
、
士
日
く
「
既
ゆ
ま
こ
と
お
い
に
E
け
り
」
と
。
「
E
き
往
き
て
翻
ん
、
消
の
外
は
、
淘
に
苛
に
し
て
且
つ
築
し
」
。
維
れ
士
と
女
と
、
伊
れ
其
れ
相
諮
れ
、
之
に
贈
る
に
勺
楽
を
以
て
す
。
)
(
『
詩
経
』
鄭
風
「
漆
消
」
)
こ
の
詩
で
は
女
性
が
男
性
に
「
視
」
す
る
こ
と
を
尋
ね
、
再
び
「
観
」
す
る
事
を
誘
っ
て
い
る
。
「
観
」
に
つ
い
て
、
鄭
玄
の
箆
は
単
に
消
水
〔
山
)
の
向
こ
う
側
の
土
地
を
見
る
意
味
に
取
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
「
翻
」
を
宗
教
的
儀
礼
と
関
連
さ
せ
て
解
釈
す
る
研
究
も
あ
る
。
郭
沫
若
氏
は
「
歎
」
と
解
釈
し
て
、
祭
配
儀
礼
に
お
け
(
別
)
る
性
的
放
縦
の
意
と
す
る
。
西
岡
市
祐
氏
は
、
当
初
は
賀
浴
(
み
そ
ぎ
)
を
示
す
「
抽
出
」
で
あ
っ
た
と
推
定
す
る
。
西
岡
氏
に
よ
れ
ば
、
鄭
の
聖
地
に
お
い
て
、
祖
霊
と
一
体
化
し
た
祭
主
の
男
性
と
一
必
女
が
聖
婚
を
行
い
、
穀
物
の
豊
簡
を
祖
先
に
祈
る
祭
砲
が
漆
消
篇
の
原
形
で
{
話
)
み
あ
る
と
い
う
。
白
川
静
氏
に
よ
れ
ば
、
「
観
る
」
と
い
う
行
為
に
は
、
お
}
「
呪
的
に
そ
の
対
象
を
支
配
す
る
と
い
う
意
味
」
が
あ
る
と
い
う
。
あ
つ
ま
「
男
女
の
腐
り
て
観
る
所
」
と
は
、
多
く
の
男
女
が
集
ま
り
、
「
観
る
」
と
い
う
宗
教
的
行
為
を
行
う
場
所
と
な
る
。
郭
氏
や
西
岡
氏
の
説
を
参
考
に
す
れ
ば
、
性
的
放
縦
も
伴
っ
た
歌
垣
や
神
嫡
儀
胞
が
行
わ
れ
た
場
所
で
あ
る
と
解
釈
で
き
よ
う
。
こ
こ
で
、
三
一
で
挙
げ
た
『
左
伝
」
宣
公
四
年
に
見
え
る
楚
の
令
官
J
子
文
誕
生
説
話
を
再
度
検
討
し
て
み
た
い
。
こ
の
説
話
は
、
「
楚
辞
』
天
間
篇
に
お
い
て
も
う
た
わ
れ
て
い
る
。
該
当
箇
所
を
王
逸
注
と
と
も
に
挙
げ
る
。
何
環
穿
自
悶
社
丘
陵
、
愛
出
子
文
。
(
何
ぞ
環
り
穿
つ
に
悶
社
丘
陵
よ
り
し
て
、
愛
に
子
文
を
出
せ
る
。
)
〔
玉
逸
注
〕
子
文
、
楚
令
賢
也
。
子
文
之
母
郎
公
之
女
、
旋
穿
悶
社
、
通
於
丘
陵
以
淫
、
而
生
子
文
、
奔
之
夢
中
。
(
子
文
は
、
楚
の
令
予
な
り
。
子
文
の
母
は
鄭
公
の
女
に
し
て
、
聞
社
を
旋
り
穿
ち
、
丘
陵
に
通
じ
て
以
て
淫
し
、
子
文
を
生
み
、
之
を
夢
中
に
奔
つ
。
)
王
逸
注
に
よ
れ
ば
、
天
間
篇
は
「
悶
社
」
(
村
里
の
社
、
あ
る
い
は
村
里
の
入
り
口
の
門
と
社
)
・
「
丘
陵
」
で
「
通
」
・
「
淫
」
(
私
通
)
し
、
生
ま
れ
た
子
供
を
「
夢
中
」
に
捨
て
た
、
と
詠
ん
で
い
る
こ
と
に
な
る
。
「
遇
」
・
「
淫
」
の
場
と
し
て
の
「
間
社
」
「
丘
陵
」
は
、
子
捨
て
の
場
と
し
て
の
「
夢
」
沢
の
中
も
し
く
は
周
辺
に
あ
っ
た
可
能
性
も
{
山
川
)
あ
り
、
王
逸
注
の
語
る
説
話
は
祭
杷
や
歌
垣
に
お
け
る
性
的
放
縦
を
反
映
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
四
「
園
の
大
肥
」
あ
つ
ま
『
墨
子
」
の
「
男
女
の
腐
り
て
観
る
所
な
り
」
に
相
当
す
る
部
分
が
、
『
法
苑
珠
林
』
で
は
「
園
の
大
和
な
り
。
男
女
観
る
」
と
な
っ
て
い
た
。
「
園
の
大
杷
」
と
は
、
「
社
稜
」
が
後
に
国
家
を
意
味
す
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
に
、
「
祖
(
宗
廟
こ
や
「
社
(
社
製
こ
が
国
家
に
と
っ
て
重
要
な
祭
杷
対
象
で
あ
る
こ
と
、
宋
の
「
桑
林
」
が
始
祖
の
湯
王
が
祭
肥
を
行
っ
た
場
所
に
起
源
を
持
ち
、
同
じ
く
国
家
の
重
要
な
祭
紀
場
で
あ
る
こ
と
を
言
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
楚
の
雲
夢
」
と
は
、
「
燕
の
祖
」
・
「
斉
の
社
稜
」
・
「
宋
の
桑
林
」
と
同
様
の
役
割
を
持
つ
場
所
で
あ
り
、
そ
の
役
割
と
は
、
あ
つ
ま
「
男
女
の
廊
り
て
翻
る
所
」
す
な
わ
ち
歌
垣
を
行
う
場
所
で
あ
り
、
「
国
の
大
砲
」
(
国
家
的
祭
記
)
を
行
う
場
所
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
楚
の
雲
夢
沢
は
、
楚
王
の
狩
猟
地
で
あ
り
、
男
女
が
集
ま
り
歌
垣
を
行
う
場
所
で
あ
り
、
同
時
に
楚
園
の
国
家
的
な
祭
砲
の
場
で
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
楚
玉
の
雲
夢
沢
に
お
け
る
狩
猟
船
に
は
、
娯
楽
と
し
て
行
わ
れ
る
場
合
や
国
家
の
外
交
儀
礼
と
し
て
行
佃
わ
れ
る
場
合
の
他
に
、
祭
砲
と
関
連
し
て
行
わ
れ
る
場
合
が
あ
っ
た
。
明
招
魂
篇
乱
辞
に
述
べ
ら
れ
た
雲
夢
沢
は
国
家
の
祭
杷
の
場
で
あ
U
り
、
雲
夢
沢
で
の
楚
王
の
狩
猟
は
祭
砲
に
関
連
し
て
い
た
と
考
え
る
捌
こ
と
が
で
き
る
。
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干儀魂招
四
春
と
い
う
時
間
す
す
次
に
、
招
魂
篇
乱
辞
に
、
「
歳
を
献
め
春
を
渡
し
て
」
「
春
の
心
を
I
傷
ま
し
む
」
と
歌
わ
れ
た
「
春
」
と
い
う
季
節
の
持
つ
意
味
に
つ
い
{
初
}
て
見
て
ゆ
き
た
い
。
四
春
の
放
除
・
水
浴
二
一
で
生
者
招
魂
の
例
と
し
て
『
宋
書
』
礼
志
の
引
く
「
韓
詩
』
を
挙
げ
た
。
『
宋
審
』
の
こ
の
く
だ
り
は
、
二
一
月
上
巳
の
臨
水
紋
蜘
の
由
来
を
説
明
す
る
も
の
で
あ
り
、
次
節
以
下
で
検
討
す
る
部
分
に
傍
線
を
付
し
て
次
に
挙
げ
る
。
史
臣
案
、
刷
幽
刻
到
劃
劇
附
劇
劇
動
制
「
州
制
ヨ
同
以
回
州
制
川
』
剖
矧
剖
叶
刻
削
1
割
凶
割
剰
割
剰
刺
削
剖
「
樹
剰
同
叶
矧
園
出
倒
斗
コ
則
』
回
叶
d
淵
制
耐
刻
刻
』
叶
捌
測
網
姻
叶
剰
刺
割
叫
ー
捌
利
矧
叫
l
此
則
其
来
甚
久
。
・
月
令
、
暮
春
、
天
子
始
乗
舟
。
察
邑
章
句
日
、
陽
気
和
暖
、
鮪
魚
時
至
、
将
取
以
薦
寝
廟
、
故
図
是
乗
舟
棋
於
名
川
也
。
制
調
1
剥
割
削
明
洲
叫
l
自
上
及
下
、
古
有
此
躍
。
今
三
月
上
巳
、
放
於
水
泊
、
輩
出
此
也
。
畠
之
言
然
。
(
史
臣
案
ず
る
に
、
周
植
に
「
女
亙
歳
時
の
蹴
除
・
甥
浴
を
掌
る
」
と
は
、
如
今
の
三
月
上
巳
に
水
の
上
に
如
く
の
類
な
り
。
銀
浴
と
は
、
香
蕪
草
薬
を
以
て
泳
浴
す
る
を
調
う
な
り
。
韓
詩
に
日
く
、
「
鄭
園
の
俗
、
三
月
上
巳
に
、
漆
・
消
雨
水
の
上
に
之
き
、
魂
を
招
き
て
塊
に
績
が
し
む
。
関
廿
早
を
乗
り
て
、
不
祥
を
挑
う
」
と
。
此
れ
則
ち
其
の
来
る
や
甚
だ
久
し
。
・
月
令
に
「
暮
春
、
天
子
始
め
て
舟
に
乗
る
」
と
。
茶
色
の
章
句
に
臼
く
、
「
陽
気
和
暖
に
し
て
、
鮪
魚
時
に
至
り
、
将
に
取
り
て
以
て
寝
廟
に
薦
め
ん
12 
と
す
。
故
に
是
に
因
り
て
舟
に
乗
り
名
川
に
膜
う
な
り
。
論
語
に
『
暮
春
に
祈
に
浴
す
』
と
。
上
よ
り
下
に
及
び
、
古
に
此
の
躍
有
り
。
今
三
月
上
巳
に
、
水
抽
出
に
放
う
は
、
蓋
し
此
に
出
づ
る
な
り
」
と
。
邑
の
言
然
り
。
)
傍
線
の
部
分
に
引
用
さ
れ
て
い
る
「
周
礼
』
『
韓
詩
』
「
論
語
』
の
記
述
を
手
掛
か
り
に
、
以
下
、
春
に
行
わ
れ
る
儀
礼
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
と
聞
?
っ
。
最
初
の
「
周
礼
」
の
文
は
、
次
に
挙
げ
る
春
官
「
女
盛
」
の
条
と
そ
こ
に
付
さ
れ
た
鄭
玄
注
か
ら
引
か
れ
て
い
る
。
傍
線
部
が
『
宋
書
』
の
引
用
箇
所
で
あ
る
。
到
凪
割
劇
剛
捌
附
矧
削
叫
(
女
京
一
は
歳
時
の
紋
除
・
即
興
浴
を
掌
る
。
)
〔
鄭
玄
注
〕
歳
時
放
除
、
州
制
ヨ
則
判
回
刺
別
判
剖
矧
叶
剣
淵
吋
矧
則
劃
開
制
剰
刺
制
ω
(
歳
時
の
絞
除
と
は
、
蜘
ム
ア
の
三
月
上
巳
に
水
の
上
に
如
く
の
類
な
り
。
舞
浴
と
は
、
香
議
草
擦
を
以
て
休
浴
す
る
を
謂
う
な
り
。
)
女
亙
は
、
「
歳
時
赦
除
」
と
い
う
季
節
的
な
被
い
・
稼
ぎ
を
行
い
、
こ
れ
を
邸
玄
は
三
月
上
巳
の
臨
水
紋
除
の
よ
う
な
も
の
だ
と
言
う
。
同
じ
「
周
礼
』
春
官
「
男
亙
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。
男
亙
・
春
招
調
、
以
除
疾
病
。
(
男
亙
は
目
春
に
招
到
し
、
以
て
疾
病
を
除
く
。
)
こ
の
部
分
の
鄭
玄
注
に
「
招
は
、
福
を
招
く
な
り
。
(
招
、
招
福
也
。
)
」
と
あ
る
の
に
従
え
ば
、
男
恋
は
春
に
福
を
招
き
、
疫
病
を
除
く
活
動
を
行
う
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
男
女
の
亙
の
活
動
は
、
春
に
紋
除
を
行
う
同
一
の
習
俗
を
指
す
と
見
ら
れ
目
。
次
に
、
『
宋
世
田
』
礼
志
に
引
用
さ
れ
る
「
韓
詩
に
白
く
、
鄭
園
の
俗
、
三
月
上
巳
に
、
漆
・
消
雨
水
の
上
に
之
き
、
魂
を
招
き
て
塊
に
績
が
し
む
。
蘭
草
を
乗
り
て
、
不
祥
を
抑
う
、
と
。
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
こ
れ
は
三
二
で
既
に
挙
げ
た
「
詩
経
』
鄭
風
・
漆
消
篇
に
つ
い
て
の
解
釈
で
あ
る
。
漆
消
篇
の
一
部
を
再
掲
す
る
。
漆
興
消
、
方
漁
漁
分
。
土
輿
女
、
方
乗
商
品
勺
。
こ
の
詩
に
対
し
、
毛
伝
と
鄭
玄
筆
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
〔
毛
伝
〕
漆
補
、
鄭
雨
水
名
。
漁
換
、
春
水
盛
也
。
(
漆
・
消
、
鄭
の
雨
水
の
名
な
り
。
決
漁
は
、
春
水
の
盛
ん
な
る
な
り
。
)
〔
郎
玄
筆
〕
仲
春
之
時
、
泳
以
醐
仲
水
、
則
漁
漁
然
。
(
仲
春
の
時
、
泳
以
て
水
に
稗
け
れ
ば
、
別
ち
漁
禍
偶
然
た
り
。
)
郎
国
の
男
女
が
漆
水
・
消
水
の
辺
に
行
く
行
事
が
う
た
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
季
節
は
、
毛
伝
で
は
「
春
」
、
鄭
玄
筆
で
は
「
仲
春
」
と
さ
れ
て
コ
〉
。
し
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後
に
「
宋
書
』
礼
志
に
挙
げ
ら
れ
た
『
論
一
抽
出
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
こ
れ
は
察
畠
『
月
令
章
句
』
が
引
い
た
も
の
を
、
『
宋
書
」
が
さ
ら
に
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
原
文
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
り
、
傍
線
部
が
『
宋
書
』
の
引
用
箇
所
で
あ
る
。
莫
春
者
、
春
服
既
成
、
冠
者
五
六
人
、
童
子
六
七
人
、
浴
乎
祈
、
風
乎
舞
零
、
詠
市
婦
。
(
莫
春
は
、
春
服
既
に
成
り
、
冠
者
五
六
人
、
童
子
六
七
人
、
祈
に
浴
し
、
舞
零
に
風
し
、
詠
じ
て
婦
せ
ん
。
)
(
『
論
語
』
先
進
儲
)
魯
国
で
は
暮
春
に
祈
水
の
辺
に
行
き
水
浴
び
す
る
行
事
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
右
の
『
論
一
語
』
の
記
述
に
つ
い
て
、
王
充
『
論
一
衡
』
明
智
一
守
篇
は
、
次
の
よ
う
に
解
釈
す
る
。
魯
設
雰
祭
於
祈
水
之
上
。
暮
者
晩
也
。
春
謂
四
月
也
。
春
服
既
成
、
謂
四
月
之
服
成
也
。
冠
者
童
子
、
零
祭
築
人
也
。
浴
乎
折
、
渉
祈
水
也
。
象
龍
之
従
水
中
出
也
。
風
乎
舞
哩
号
、
風
、
歌
也
。
詠
A
川
村
】
而
鎖
、
詠
、
歌
。
館
、
祭
也
。
歌
詠
而
祭
也
。
・
周
之
四
月
、
正
歳
二
月
也
。
(
魯
零
祭
を
祈
水
の
上
に
設
く
。
暮
は
晩
な
り
。
春
は
四
月
を
謂
う
な
り
。
春
服
既
に
成
る
と
は
、
四
月
の
服
創
成
る
を
謂
う
な
り
。
冠
者
・
童
子
は
、
零
祭
の
楽
人
な
り
。
掘
削
佃
に
浴
す
と
は
、
祈
水
を
沙
る
な
り
。
龍
の
水
中
よ
り
出
ず
る
に
閣
象
る
な
り
。
舞
零
に
風
す
と
は
、
風
は
、
歌
う
な
り
。
詠
じ
て
υ
鎖
す
と
は
、
詠
は
、
歌
う
な
り
。
鍛
は
、
祭
る
な
り
。
歌
詠
し
醐
て
祭
る
な
り
0
・
:
周
の
四
月
は
、
正
歳
の
二
月
な
り
。
)
同
暮
春
に
祈
水
の
辺
へ
行
く
の
は
、
零
(
雨
乞
い
)
と
い
う
祭
砲
の
一
干儀
環
で
あ
っ
た
と
す
る
。
航
こ
れ
ら
の
記
録
か
ら
、
亙
が
春
に
放
除
を
行
い
、
鄭
国
で
は
仲
春
に
漆
水
・
消
水
の
辺
に
行
く
行
事
が
あ
り
、
魯
固
で
は
暮
春
に
祈
水
の
辺
に
行
き
水
浴
す
る
行
事
が
あ
っ
た
乙
と
が
窺
え
る
。
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四
春
の
恋
愛
・
結
婚
・
求
子
『
宋
書
』
礼
志
に
引
か
れ
た
記
述
以
外
に
、
さ
ら
に
春
の
儀
礼
・
行
事
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
資
料
を
検
討
す
る
と
、
ま
ず
「
呂
氏
春
秋
』
仲
春
紀
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。
仲
春
之
月
、
・
:
擦
元
日
、
命
民
社
。
目
是
月
也
、
玄
鳥
至
。
至
之
目
、
以
太
牢
紀
子
高
線
。
天
子
親
往
、
后
妃
率
九
競
御
。
乃
躍
天
子
所
御
、
帯
以
弓
樹
、
授
以
弓
矢
、
子
高
楳
之
前
。
(
仲
春
の
月
、
・
:
元
日
を
探
び
、
民
に
命
じ
て
社
せ
し
む
。
・
是
の
月
や
、
玄
鳥
至
る
。
至
る
の
日
、
太
牢
を
以
て
高
藤
を
紀
る
。
天
は
ペ
子
親
ら
往
き
、
后
妃
は
九
績
を
率
い
て
御
る
。
乃
ち
天
子
の
御
す
る
所
を
躍
し
、
帯
び
し
む
る
に
弓
鞠
を
以
て
し
、
授
く
る
に
弓
矢
を
以
て
し
、
一
角
線
の
前
に
お
い
で
す
。
)
仲
春
に
、
土
地
の
神
で
あ
る
「
社
」
を
祭
り
、
結
婚
と
子
授
け
の
神
で
あ
る
「
高
藤
」
を
祭
る
、
と
あ
る
。
ま
た
、
仲
春
は
、
『
周
礼
』
地
官
「
媒
氏
」
に
、
結
婚
の
季
節
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
媒
氏
、
掌
寓
民
之
判
。
・
中
春
之
月
、
令
曾
男
女
。
於
是
時
也
、
奔
者
不
禁
。
:
・
凡
男
女
之
陰
訟
、
岡
昭
之
子
勝
園
之
社
。
(
媒
氏
は
、
高
民
の
判
を
掌
る
。
・
中
春
の
月
、
男
女
を
曾
わ
せ
し
む
。
是
の
時
に
お
け
る
や
、
奔
る
者
禁
ぜ
ず
0
・
:
凡
そ
男
女
の
陰
訟
は
、
之
を
勝
園
の
社
に
聴
く
。
)
4
媒
氏
は
仲
春
に
男
女
を
結
婚
さ
せ
、
男
女
の
訴
え
を
「
社
」
で
裁
く
と
記
さ
れ
る
。
一
ニ
一
一
に
挙
げ
た
「
周
礼
」
「
大
司
徒
」
に
「
其
の
社
稜
の
槌
を
設
防
、
こ
れ
に
田
主
を
樹
う
る
に
、
各
お
の
其
の
野
の
宜
し
き
所
の
木
を
以
て
す
。
」
と
あ
っ
た
こ
と
を
ふ
ま
え
れ
ば
「
社
」
に
は
神
霊
の
依
り
代
と
し
て
樹
木
が
植
え
ら
れ
て
い
た
。
お
そ
ら
く
そ
の
下
で
恋
愛
や
結
婚
が
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
樹
木
の
下
で
の
歌
垣
・
恋
愛
は
『
詩
経
』
際
風
・
東
門
之
楊
篤
に
歌
わ
れ
て
い
る
。
東
門
之
楊
、
英
葉
鮮
枠
。
昏
以
局
期
、
明
星
埠
煙
。
(
東
門
の
楊
、
其
の
業
鮮
伴
た
り
。
昏
以
て
期
と
局
せ
し
に
、
明
星
埠
煙
た
り
。
)
そ
の
邸
玄
筆
に
「
楊
の
葉
梓
鮮
た
る
は
、
一
二
月
の
中
ば
な
り
。
(
楊
葉
鮮
伴
、
一
二
月
中
也
。
)
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
陳
国
で
は
春
三
月
に
、
城
門
の
外
の
樹
木
の
下
で
歌
垣
が
行
わ
れ
目
ょ
う
で
あ
る
。
社
と
城
門
の
外
と
い
う
所
在
の
違
い
は
あ
る
が
、
樹
木
の
下
で
の
恋
愛
・
結
婚
と
い
う
点
は
共
通
す
る
。
こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
、
春
、
特
に
仲
春
に
は
「
社
」
に
豊
作
を
祈
願
し
、
男
女
が
「
社
」
な
ど
の
樹
木
の
下
で
歌
垣
を
行
っ
て
結
婚
す
る
と
い
う
習
俗
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
節
で
検
討
し
た
春
に
行
わ
れ
る
儀
礼
・
習
俗
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
仲
春
に
は
、
土
地
の
神
で
あ
る
「
社
」
を
祭
り
、
結
婚
と
子
授
け
の
神
で
あ
る
「
高
線
」
を
祭
る
。
仲
春
に
は
、
男
女
が
結
婚
し
、
男
女
間
の
探
め
事
が
「
社
」
(
社
樹
の
下
)
で
裁
か
れ
る
。
加
え
て
、
陳
国
で
は
春
三
月
に
、
城
門
の
外
の
樹
木
の
下
で
歌
垣
が
行
わ
れ
て
い
た
。
四
春
の
「
招
魂
」
最
後
に
招
魂
篇
の
題
名
で
あ
り
、
主
題
で
も
あ
る
「
招
魂
」
と
い
う
語
に
つ
い
て
再
び
見
て
み
る
。
確
認
に
な
る
が
、
二
l
て
四
ー
一
に
挙
げ
た
『
宋
書
』
礼
志
が
引
く
『
韓
詩
』
に
、
「
鄭
園
の
俗
、
三
月
こ
ん
つ
上
巳
に
、
漆
・
消
雨
水
の
上
に
之
き
、
魂
を
招
き
て
腕
に
績
が
し
む
。
蘭
革
を
乗
り
て
、
不
祥
を
抑
う
。
」
と
あ
る
の
は
、
三
ー
ニ
に
「
観
」
の
例
と
し
て
、
ま
た
四
一
に
春
の
紋
除
と
し
て
挙
げ
た
『
詩
経
』
鄭
風
・
漆
消
篇
の
「
漆
と
消
と
、
方
に
漁
漁
た
り
。
土
と
女
と
、
方
に
ら
ん簡
を
乗
る
。
」
に
つ
い
て
の
注
釈
で
あ
る
。
油
開
消
舗
の
習
俗
に
関
し
て
は
『
漢
書
』
地
理
志
に
も
言
及
が
あ
る
。
鄭
園
、
:
土
限
而
険
、
山
居
谷
汲
。
男
女
霊
泉
曾
、
故
其
俗
淫
。
鄭
詩
目
、
出
其
東
門
、
有
女
如
雲
。
文
目
、
漆
輿
消
、
方
抽
出
濯
令
。
土
輿
女
、
方
乗
菅
令
。
向
好
且
祭
。
惟
土
輿
女
、
伊
其
相
せ
ま
露
。
此
其
風
也
。
(
鄭
園
は
、
-
:
土
限
く
し
て
険
し
く
、
山
に
し
ば
し
ば
居
り
谷
に
汲
む
。
男
女
蛮
緊
曾
し
、
故
に
其
の
俗
淫
な
り
。
鄭
詩
に
日
く
、
「
其
の
東
門
を
出
ず
れ
ば
、
女
有
り
て
雲
の
如
し
」
と
。
又
日
く
、
「
漆
と
消
と
、
方
に
濯
漉
た
り
。
士
と
女
と
、
方
に
菅
を
乗
る
。
怖
に
貯
に
し
て
且
つ
奨
ー
し
。
惟
れ
士
と
女
と
、
伊
れ
其
れ
相
誇
る
」
と
。
此
れ
其
の
風
な
り
。
)
『
漢
書
」
地
理
志
に
よ
れ
ば
、
漆
消
篇
と
同
じ
く
鄭
風
の
出
其
東
門
縞
も
、
男
女
が
集
ま
る
歌
信
一
に
お
い
て
歌
わ
れ
た
、
も
し
く
は
歌
垣
A
M判
)
の
様
子
を
歌
っ
た
歌
謡
で
あ
っ
た
。
鄭
風
・
出
其
東
門
篇
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。
出
其
東
門
、
有
女
如
雲
。
雄
則
如
雲
、
匪
我
思
存
。
縞
衣
装
巾
、
柳
柴
我
負
。
(
其
の
東
門
を
出
ず
れ
ば
、
女
有
り
て
雲
の
如
し
。
則
ち
雲
の
如
し
と
雌
も
、
我
が
思
い
の
存
す
る
に
匪
ず
。
縞
衣
恭
巾
、
柳
か
我
が
負
を
融
市
し
ま
し
め
ん
。
)
お
}
末
尾
の
「
負
」
の
字
を
『
韓
詩
』
は
「
魂
」
に
作
っ
て
お
り
、
末
句
は
「
柳
か
我
が
魂
を
楽
し
ま
し
め
ん
」
と
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
季
節
は
不
明
な
が
ら
、
こ
れ
も
漆
消
篇
の
「
招
魂
続
塊
」
(
生
者
招
魂
)
と
同
類
の
行
事
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
齢
鄭
国
で
は
、
男
女
が
漆
水
・
清
水
の
辺
に
行
き
「
招
魂
続
塊
」
す
佃
る
行
事
と
、
城
壁
の
東
門
を
出
て
魂
を
楽
し
ま
せ
る
行
事
が
あ
り
、
こ
伺
れ
ら
生
者
の
招
魂
儀
礼
は
、
歌
垣
と
同
時
に
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
が
る
。
ま
た
、
漆
水
・
清
水
の
辺
で
「
招
魂
続
塊
」
を
行
う
季
節
は
春
醐
で
あ
っ
た
。
同
祭
紀
の
面
か
ら
見
る
と
、
春
は
、
郊
外
の
水
辺
で
放
綾
・
生
者
招
干織
魂
を
行
い
、
「
高
線
」
に
子
宝
を
祈
り
、
水
辺
・
「
社
」
(
社
樹
の
下
了
舵
城
門
の
外
の
樹
木
の
下
な
ど
で
男
女
が
歌
垣
を
行
っ
て
恋
愛
・
結
婚
す
る
季
節
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
5
 
五
ま
と
め
招
魂
篇
の
乱
辞
に
現
れ
た
「
雲
夢
沢
」
と
い
う
空
間
、
「
春
」
と
い
う
時
間
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
楚
の
雲
夢
沢
は
、
草
木
の
茂
っ
た
水
辺
で
、
楚
王
の
狩
猟
地
で
あ
り
、
楚
の
国
家
的
な
祭
砲
の
場
で
あ
り
、
男
女
が
集
ま
り
歌
垣
を
行
う
場
所
で
も
あ
っ
た
。
雲
夢
沢
で
の
楚
王
の
狩
猟
は
、
祭
紀
の
意
味
合
い
を
持
っ
て
い
た
。
一
方
、
春
は
、
人
々
が
城
門
を
出
て
郊
外
の
水
辺
に
行
き
、
戚
棋
や
生
者
招
魂
を
行
い
、
城
門
・
水
辺
・
「
社
」
(
社
樹
の
下
)
で
は
男
女
が
歌
垣
を
行
っ
て
結
婚
す
る
季
節
で
あ
っ
た
。
招
塊
鯖
の
招
辞
に
は
、
沼
宴
が
最
高
潮
に
達
し
た
時
の
描
写
と
し
ま
じ
て
「
士
女
雑
わ
り
坐
し
て
、
乱
れ
て
分
れ
ず
O
(
士
女
雑
坐
、
乱
市
不
分
些
。
)
」
と
い
う
政
垣
の
反
映
と
恩
わ
れ
る
部
分
が
あ
る
。
先
秦
時
代
の
鄭
固
で
は
、
春
に
水
辺
等
で
紋
除
・
招
魂
続
塊
・
歌
垣
を
行
っ
て
い
た
。
同
様
に
、
楚
の
歌
垣
も
春
に
行
わ
れ
、
紋
除
・
招
魂
続
腕
も
春
に
雲
夢
沢
の
水
辺
で
行
わ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
招
魂
篇
の
招
辞
と
乱
辞
の
記
述
は
、
春
の
雲
夢
沢
で
行
わ
れ
た
生
者
に
対
す
る
招
魂
儀
礼
を
背
景
に
持
つ
可
能
性
が
高
い
と
考
{崎〉
え
ら
れ
る
。
『
文
選
』
巻
三
四
に
採
録
さ
れ
て
い
る
、
前
漢
、
枚
乗
の
「
七
発
」
は
、
招
魂
篇
の
鋪
陳
(
敷
き
連
ね
る
)
表
現
を
継
承
し
た
作
品
と
言
AM-
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
冒
頭
部
分
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
16 
楚
太
子
有
疾
、
而
呉
客
往
問
之
。
E:
客
日
、
今
太
子
之
病
、
可
無
薬
石
針
刺
灸
療
而
己
。
可
以
要
言
妙
道
説
而
去
也
。
(
娃
太
子
疾
有
り
、
呉
客
往
き
て
之
に
問
う
O
E
-
-
客
臼
く
、
今
太
子
の
病
、
礎
石
針
刺
灸
の
療
す
る
こ
と
無
か
る
べ
き
の
み
。
要
言
妙
道
を
以
て
説
き
て
去
る
べ
き
な
り
。
)
「
呉
客
」
が
病
気
に
な
っ
た
楚
の
太
子
を
訪
れ
、
「
要
言
妙
道
」
を
語
る
こ
と
で
心
身
を
回
復
さ
せ
よ
う
と
し
、
音
楽
・
飲
食
・
狩
猟
な
ど
の
楽
し
み
を
列
挙
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
枠
組
み
は
、
序
辞
に
お
い
て
「
亙
陽
」
な
る
人
物
が
招
魂
を
行
い
、
招
辞
に
お
い
て
飲
食
・
女
楽
・
宴
会
な
ど
の
楽
し
み
を
語
る
招
魂
篇
と
酷
似
し
て
い
る
。
つ
ま
り
「
七
発
」
は
、
招
魂
篇
の
鏑
陳
表
現
の
み
な
ら
ず
、
作
中
の
語
り
手
が
快
楽
を
列
挙
す
る
と
い
う
作
品
の
枠
組
み
を
も
受
け
継
い
で
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
「
七
発
」
は
、
心
身
の
衰
弱
し
た
者
に
文
辞
に
よ
る
快
楽
を
示
し
て
心
身
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
を
意
図
し
て
お
り
、
こ
れ
は
一
種
の
生
者
招
魂
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
「
七
発
」
は
鋪
陳
表
現
、
登
場
人
物
が
快
楽
を
列
挙
す
る
と
い
う
枠
組
み
、
そ
し
て
生
者
招
魂
の
側
面
ま
で
も
招
魂
篇
か
ら
継
承
し
た
可
能
性
が
あ
る。
ま
た
、
前
掲
し
た
宋
玉
「
高
唐
賦
」
末
尾
に
も
、
生
者
招
魂
の
要
素
を
含
む
一
文
が
あ
る
。
九
疲
通
柵
匹
、
精
神
察
滞
。
延
年
議
帯
、
千
高
歳
。
(
九
疲
穆
カま
れ
る
を
通
じ
、
精
神
滞
れ
る
を
察
す
。
年
を
岡
地
は
し
需
を
益
し
、
千
寓
歳
な
ら
ん
。
)
右
の
記
述
は
、
楚
王
が
行
う
狩
猟
や
神
女
と
の
神
婚
が
、
王
の
心
身
を
活
性
化
さ
せ
、
長
寿
を
促
す
生
者
招
魂
と
深
く
関
わ
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
も
の
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
は
、
招
魂
篇
を
直
接
継
承
し
た
と
言
わ
れ
る
『
楚
辞
』
大
-m) 
招
篇
に
も
、
魂
を
誘
引
す
る
文
辞
の
中
で
「
身
を
窮
め
て
永
く
楽
し
み
、
年
寄
延
ぶ
O
(
窮
身
永
築
、
年
寄
延
只
。
)
」
、
「
永
く
肢
の
身
に
宜
し
く
、
{
世
帯
命
を
保
つ
。
(
永
一
宜
阪
身
、
保
需
命
只
。
)
」
と
寿
命
が
延
び
る
こ
と
を
う
た
う
箇
所
が
あ
り
、
生
者
招
魂
の
痕
跡
を
残
し
て
い
。
'
A
V
 
大
招
稿
、
「
七
発
」
は
招
魂
篇
よ
り
後
の
作
品
で
あ
り
、
「
高
唐
賦
」
と
招
魂
篇
の
先
後
関
係
は
不
明
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
の
作
品
に
生
者
招
魂
の
要
素
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
根
拠
に
、
招
魂
篇
の
招
魂
も
同
様
に
生
者
に
対
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
簡
単
に
結
論
付
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
例
は
招
魂
篇
が
生
者
招
魂
を
題
材
に
し
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
よ
う
。
な
お
、
本
稿
で
は
招
魂
篇
の
序
辞
、
招
辞
に
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
検
討
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
し
‘王
(
l
)
諸
説
に
つ
い
て
は
、
竹
治
貞
夫
『
楚
辞
研
究
』
(
風
間
書
房
一
九
七
八
年
)
「
楚
辞
の
文
学
下
篇
第
五
章
招
現
の
作
者
」
八
六
一
1
八
六
二
頁
、
高
秋
鳳
『
宋
玉
作
品
真
偽
考
』
(
文
史
哲
大
系
一
三
六
文
津
出
版
社
有
限
公
司
一
九
九
九
年
)
「
第
二
章
第
二
節
〈
招
魂
〉
作
者
考
」
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
(
2
)
岡
村
繁
「
楚
辞
と
屈
原
|
|
ヒ
ー
ロ
ー
と
作
者
の
分
離
に
つ
い
て
|
|
」
(
『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
十
八
集
一
九
六
六
年
)
は
、
「
史
記
』
屈
原
伝
が
信
惣
性
の
低
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
楚
辞
作
品
を
屈
原
伝
説
と
は
切
り
離
し
て
考
察
す
る
立
場
を
と
っ
た
研
究
に
つ
い
て
は
、
小
南
一
郎
『
楚
辞
と
そ
の
注
釈
者
た
ち
』
(
朋
友
書
庖
二
O
O三
年
)
「
序
章
楚
辞
文
容
の
編
年
」
に
詳
し
い
。
(
序
章
は
科
学
研
究
費
補
助
金
成
果
報
告
書
『
楚
辞
の
思
想
史
的
研
究
』
一
九
九
四
年
を
増
補
し
た
も
の
。
)
島
(3)
『
楚
辞
』
本
文
は
洪
興
祖
『
楚
辞
補
注
』
四
部
叢
刊
本
に
拠
る
。
王
佃
逸
注
は
、
『
楚
辞
章
句
」
潟
紹
祖
親
妙
爾
刊
本
(
台
湾
慈
文
印
書
館
景
間
印
)
、
朱
諜
『
楚
辞
築
注
』
は
宋
瑞
平
乙
未
刊
本
(
人
民
文
学
出
版
社
時
景
印
)
、
『
史
記
』
『
漢
書
」
『
後
波
書
』
『
宋
書
』
は
百
柄
本
二
十
四
史
、
閣
『
詩
経
』
『
周
礼
』
「
儀
礼
』
『
礼
記
』
『
春
秋
左
氏
伝
』
『
論
語
』
に
つ
い
問
て
は
十
三
経
注
疏
本
、
『
墨
子
』
『
呂
氏
春
秋
』
『
孔
叢
子
』
『
戦
国
策
校
汎
注
』
『
法
苑
珠
林
』
『
准
南
子
』
「
風
俗
通
義
』
『
論
衡
』
は
四
部
叢
刊
本
、
脳
『
寸
選
』
は
克
表
本
に
拠
る
。
招
(4)
藤
野
岩
友
『
増
補
亙
系
文
学
論
』
(
大
学
脅
房
一
九
六
九
年
)
「
招
魂
文
学
」
二
O
六
1
一
一
一
三
頁
。
招
魂
篇
に
つ
い
て
は
、
周
原
が
自
ら
の
生
魂
を
招
い
た
作
品
で
あ
る
と
す
る
。
な
お
招
魂
儀
礼
に
つ
17 
い
て
は
、
西
岡
弘
「
中
国
古
代
の
葬
礼
と
文
学
改
訂
版
」
(
汲
古
書
院
二
O
O
二
年
、
初
版
は
三
光
社
出
版
一
九
七
O
年
)
「
文
学
篇
第
二
章
第
三
節
招
魂
」
を
参
照
。
(5)
白
川
静
『
白
川
静
著
作
集
』
第
八
巻
(
平
凡
社
二
0
0
0年
)
「
楚
辞
叢
説
六
、
招
魂
」
六
五
五
1
六
五
六
頁
(
初
出
は
『
立
命
館
文
学
』
第
二
二
号
一
九
五
五
年
)
。
招
魂
稿
は
楚
王
室
用
の
祖
霊
祭
杷
の
辞
で
あ
る
と
述
べ
る
。
(
6
)
藤
野
・
白
川
両
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
生
者
招
魂
と
死
の
直
後
の
「
復
」
に
は
連
続
性
が
認
め
ら
れ
る
が
、
本
稿
で
は
両
者
を
分
け
て
考
、
え
司
令
。
(7)
「
復
者
一
人
、
以
爵
弁
服
、
智
裳
子
衣
、
左
何
之
、
扱
領
子
帯
。
升
自
前
東
策
、
中
屋
北
面
、
招
以
衣
。
目
、
阜
、
某
復
。
三
。
降
衣
子
前
。
受
用
盤
、
升
自
昨
階
、
以
衣
戸
。
」
「
復
」
に
関
し
て
は
、
注
(
4
)
藤
野
岩
友
氏
前
掲
書
一
一
一
一
1
一
二
三
頁
、
西
岡
弘
氏
前
掲
書
「
喪
礼
篇
第
二
章
第
三
節
復
」
を
参
照
。
(
8
)
藤
野
岩
友
氏
前
掲
害
二
O
七
頁
に
「
遊
離
の
気
魂
を
招
い
て
体
腕
に
続
ぐ
の
で
あ
る
。
」
と
あ
る
。
(
日
)
個
人
の
心
身
が
衰
弱
し
た
場
合
の
生
者
招
魂
の
例
と
し
て
、
陸
侃
如
・
潟
況
君
『
中
国
詩
史
』
上
(
作
家
出
版
社
一
九
五
六
年
)
「
古
代
詩
史
篇
三
楚
辞
」
一
四
一
頁
お
よ
び
藤
野
岩
友
氏
前
掲
書
二
O
九
・
二
二
九
1
二
三
二
頁
は
東
南
ア
ジ
ア
の
招
魂
歌
を
引
き
、
任
国
瑞
「
〈
招
魂
》
癖
正
」
(
『
屈
原
研
究
論
文
集
』
船
山
学
報
一
九
八
七
年
専
号
)
は
解
放
後
の
中
国
に
残
存
し
て
い
た
招
魂
儀
礼
を
挙
げ
て
い
る
。
(
日
)
文
献
上
に
見
え
る
招
魂
儀
礼
の
例
と
招
魂
篇
の
解
釈
と
の
関
連
は
18 
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
生
者
招
魂
説
を
取
る
解
釈
は
概
ね
王
逸
の
説
を
継
承
し
て
い
る
。
朱
烹
『
楚
辞
集
注
』
巻
七
「
招
魂
」
も
生
者
招
魂
説
を
と
る
が
、
王
逸
の
説
を
直
に
根
拠
と
は
せ
ず
、
死
者
招
魂
の
例
と
し
て
「
復
」
を
挙
げ
た
後
「
而
荊
楚
之
俗
、
乃
或
以
是
施
之
生
人
」
と
述
べ
、
死
の
直
後
の
招
魂
儀
礼
を
元
に
生
人
の
招
魂
を
想
定
し
て
い
る
。
一
方
、
馬
其
和
『
屈
賦
微
』
な
ど
死
者
招
魂
説
を
取
る
解
釈
は
、
「
復
」
を
挙
げ
て
死
者
招
魂
説
の
根
拠
と
し
て
い
る
。
(
日
)
藤
野
岩
友
氏
前
掲
書
二
三
四
i
二
三
五
頁
ロ
(
ロ
)
竹
治
貞
夫
氏
注
(
1
)
前
掲
書
「
第
五
章
招
魂
の
作
者
」
八
六
九
買
も
乱
辞
を
三
節
に
分
け
る
が
、
三
節
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
の
解
釈
に
は
筆
者
と
異
な
る
点
が
あ
る
。
(
日
)
「
雲
夢
」
は
、
『
量
子
』
公
輸
篇
に
「
荊
有
雲
夢
、
犀
兇
捷
路
漏
之
、
江
漢
之
魚
勉
電
略
為
天
下
富
。
」
、
『
史
記
』
貨
殖
列
停
に
「
江
陵
故
部
都
、
東
有
雲
夢
之
銭
。
」
と
あ
る
。
(H)
『
日
氏
春
秋
』
有
始
覧
に
「
何
詞
九
旗
、
・
:
鐙
之
雲
夢
、
i
」
と
あ
る
。
『
昌
氏
春
秋
』
、
「
准
南
子
』
墜
形
訓
、
「
周
礼
」
夏
官
「
職
方
氏
」
、
『
説
文
解
字
』
一
篇
下
「
薮
」
に
は
九
薮
の
一
つ
と
し
て
数
え
ら
れ
、
『
爾
雅
』
「
稗
地
」
に
は
十
薮
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
(
日
)
子
文
説
話
つ
い
て
は
、
御
手
洗
勝
「
令
伊
子
文
の
出
生
伝
説
穀
・
於
菟
考
」
(
『
古
代
中
国
の
神
々
|
|
古
代
伝
説
の
研
究
|
|
』
創
文
社
一
九
八
四
年
、
初
出
は
『
史
学
研
究
』
五
三
号
一
九
五
四
年
)
参
照
。
(
日
)
雲
夢
沢
の
所
在
に
つ
い
て
の
諸
説
は
以
下
の
通
り
。
①
「
江
南
」
に
あ
る
と
す
る
説
。
「
尚
書
』
再
貢
「
雲
土
夢
作
父
」
孔
安
園
伝
「
雲
夢
之
津
在
江
南
。
」
②
「
江
」
の
「
南
北
」
に
跨
り
、
「
雲
」
と
「
拶
」
に
分
け
て
称
す
る
こ
と
も
あ
る
と
す
る
説
。
『
尚
喜
』
国
貢
「
雲
土
夢
作
父
」
正
義
。
③
「
雲
」
は
「
江
北
」
に
あ
り
、
「
夢
」
は
「
江
南
」
に
あ
る
と
す
る
説
。
沈
括
『
夢
渓
筆
談
』
「
嬬
謹
二
」
。
④
「
雲
」
は
「
江
南
」
に
あ
り
、
「
夢
」
は
江
北
に
あ
る
と
す
る
説
。
胡
滑
『
再
貢
錐
指
』
。
こ
れ
ら
四
例
の
内
、
①
の
「
江
南
」
は
、
「
江
の
南
」
で
は
な
く
、
南
方
の
長
江
流
域
を
漠
然
と
指
す
語
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
筆
者
は
、
『
左
伝
』
昭
公
三
年
に
「
江
南
之
夢
」
と
あ
る
の
に
従
い
、
③
説
を
と
ザ
令
。
(
口
)
『
呂
氏
春
秋
』
至
忠
篇
に
「
荊
荘
衷
王
狐
於
雲
夢
、
射
随
児
、
中
之
。
」
、
『
孔
叢
子
』
「
公
孫
飽
」
に
「
鐙
王
張
繁
弱
之
弓
、
戦
忘
蹄
之
矢
、
以
射
蚊
児
於
雲
夢
之
園
。
」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
二
例
は
狩
猟
し
た
事
を
述
べ
る
だ
け
で
、
ど
の
よ
う
な
意
味
合
い
を
持
つ
狩
猟
で
あ
る
の
か
は
、
は
っ
き
り
し
な
い
。
『
呂
氏
春
秋
』
真
諌
論
に
「
荊
文
王
得
茄
資
之
狗
、
宛
路
之
婚
、
以
欧
於
雲
夢
、
三
月
不
反
。
得
丹
之
姫
、
淫
、
碁
年
不
聴
朝
。
」
と
語
ら
れ
る
狩
猟
は
、
王
が
政
治
を
顧
み
な
い
程
に
熱
中
し
た
娯
楽
で
あ
る
。
狩
猟
は
女
色
と
と
も
に
度
を
過
ぎ
れ
ば
非
難
の
対
象
と
な
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
(
同
)
呉
師
道
は
『
戦
国
策
校
注
』
で
「
補
回
、
宋
王
招
魂
、
育
臨
結
阻
号
、
野
千
来
、
懸
火
延
起
今
、
玄
顔
承
、
云
云
、
奥
主
趨
夢
今
、
課
後
先
、
君
主
親
殻
守
、
慨
育
児
、
文
頗
与
此
合
。
」
と
、
招
魂
舗
の
乱
辞
と
『
戦
国
策
』
の
狩
猟
の
描
写
の
類
似
性
を
指
摘
す
る
。
(
日
)
「
高
唐
賦
」
の
続
編
で
あ
る
「
神
女
賦
」
(
『
文
選
」
巻
一
九
)
で
も
、
褒
王
が
「
雲
夢
の
浦
」
に
遊
び
、
そ
の
夜
、
夢
に
神
女
と
逢
っ
た
と
す
ヲ
令
。
(
初
)
谷
口
洋
「
早
期
辞
賦
に
お
け
る
狩
猟
|
|
古
代
的
象
徴
世
界
か
ら
の
逃
走
l
l」
(
「
興
膳
教
授
退
官
記
念
中
国
文
学
論
集
』
汲
古
書
院
二
0
0
0年
)
は
「
高
唐
賦
」
の
狩
猟
を
祭
杷
の
一
環
と
と
ら
え
、
古
代
的
な
狩
猟
の
意
味
に
つ
い
て
「
狩
は
本
来
、
主
宰
者
た
る
王
が
神
と
交
流
す
る
霊
的
な
場
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
共
同
体
の
安
寧
と
王
の
権
威
が
確
保
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
」
(
九
九
頁
)
と
述
べ
る
。
ま
た
、
「
高
腐
賦
」
の
楚
の
先
王
と
神
女
の
会
合
を
、
高
線
等
の
祭
肥
儀
礼
の
反
映
と
し
た
研
究
に
、
間
一
多
「
高
唐
神
女
伝
説
之
分
析
」
(
『
聞
一
多
全
集
」
3
湖
北
人
民
出
版
社
一
九
九
三
年
、
初
出
は
『
清
華
学
報
』
第一
O
巻
第
四
期
一
九
三
五
年
)
、
陳
夢
家
「
高
根
郊
社
祖
廟
通
考
」
(
『
清
華
学
報
』
第
十
二
巻
第
三
期
一
九
三
七
年
)
が
あ
る
。
(
幻
)
郭
涼
若
『
甲
骨
文
字
研
究
』
(
『
郭
沫
若
全
集
考
古
橋
』
第
一
巻
科
学
出
版
社
一
九
八
二
年
、
初
版
は
大
東
書
局
一
九
=
二
年
)
「
釈
祖
批
」
は
「
高
唐
賦
」
「
神
女
賦
」
を
検
討
し
た
後
、
次
の
よ
う
に
拡
幅
r論
付
げ
る
。
「
・
:
翻
此
可
知
楚
之
雲
夢
廼
楚
社
所
在
之
地
。
其
中
有
島
陽
選
、
有
高
唐
観
、
有
盛
山
神
女
之
朝
雲
廟
、
而
為
為
雲
為
雨
之
所
。
」
佃
郭
氏
は
雲
夢
沢
を
楚
の
「
社
」
の
所
在
地
と
し
、
高
唐
観
等
を
含
ん
だ
間
範
囲
の
広
い
も
の
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
一
一
(
幻
)
増
淵
龍
夫
「
先
秦
時
代
の
山
林
薮
沢
と
秦
の
公
団
」
(
「
中
国
古
代
の
澗
社
会
と
文
化
ー
ー
そ
の
地
域
別
研
究
|
|
』
東
京
大
学
出
版
会
α
一
九
五
七
年
)
は
、
山
林
薮
沢
が
君
主
の
狩
猟
の
場
で
あ
り
、
そ
こ
で
汎
の
狩
猟
に
は
獲
物
を
祭
紀
に
用
い
る
目
的
と
軍
事
訓
練
の
意
味
が
謝
あ
っ
た
と
す
る
。
招
(
お
)
「
社
」
「
社
稜
」
に
つ
い
て
は
、
守
屋
美
都
雄
『
中
国
古
代
の
家
族
と
国
家
』
(
東
洋
史
研
究
会
一
九
六
八
年
、
初
出
は
『
史
学
雑
誌
』
五
九
七
一
九
五
O
年
)
、
鉄
井
廃
紀
「
「
社
」
に
つ
い
て
」
(
『
中
国
神
19 
話
の
文
化
人
類
学
的
研
究
』
平
河
出
版
社
一
九
九
O
年
、
初
出
は
『
東
方
学
』
第
六
輯
一
九
八
一
年
)
、
小
南
一
郎
「
社
の
祭
砲
の
諸
形
態
と
そ
の
起
源
」
(
『
古
史
春
秋
』
第
四
巻
一
九
八
七
年
)
等
を
参
照
。
(μ)
注
(
幻
)
前
掲
、
郭
沫
若
「
釈
祖
批
」
参
照
。
(
お
)
越
智
重
明
「
社
と
回
」
(
『
東
洋
学
報
』
第
五
七
巻
第
三
・
四
号
一
九
七
六
年
)
、
「
西
周
春
秋
戦
国
時
代
の
諸
侯
の
社
」
(
「
九
州
大
学
東
洋
史
論
集
』
十
四
巻
一
九
八
五
年
)
は
、
前
掲
注
(
幻
)
増
淵
氏
の
諭
を
ふ
ま
え
、
『
墨
子
』
の
「
馳
祖
」
を
、
簡
公
が
社
に
供
え
る
獲
物
を
得
る
た
め
に
祖
揮
で
狩
猟
し
た
こ
と
と
す
る
。
(
川
崎
)
王
念
孫
「
読
書
雑
志
」
(
続
修
四
庫
全
書
)
「
量
子
三
」
は
「
法
苑
珠
林
君
臣
稿
作
燕
之
有
祖
津
、
猶
宋
之
有
桑
林
、
園
之
大
肥
也
。
操
此
則
祖
是
津
名
、
故
又
以
雲
夢
比
之
。
下
文
燕
簡
公
方
将
馳
於
祖
塗
、
亦
謂
祖
津
之
塗
也
。
」
と
述
べ
る
。
(
幻
)
『
礼
記
』
「
祭
法
」
に
「
王
局
翠
姓
立
社
日
大
社
、
王
白
筋
立
社
自
主
社
。
諸
侯
局
百
姓
立
社
日
図
社
、
諸
侯
白
馬
立
社
日
侯
社
。
大
夫
以
下
成
翠
立
社
日
置
社
。
」
と
あ
る
。
(
お
)
孫
話
譲
『
墨
子
間
話
』
(
続
修
四
庫
全
書
)
明
鬼
篇
下
「
左
喪
十
年
停
云
、
宋
公
享
晋
侯
子
楚
丘
、
請
以
桑
林
。
杜
注
云
、
桑
林
股
天
子
之
柴
名
。
准
南
子
筒
務
訓
云
、
湯
早
以
身
鵡
於
桑
山
之
林
。
高
注
云
、
桑
山
之
林
能
漏
雲
雨
、
故
鵡
之
。
呂
氏
春
秋
慎
大
筒
云
、
武
王
勝
段
、
立
成
湯
之
後
於
宋
、
以
奉
桑
林
。
高
注
云
、
桑
山
之
林
湯
所
鵡
也
。
放
所
奉
也
。
荘
子
養
生
主
筋
云
、
合
於
桑
林
之
舞
。
稗
文
引
司
馬
彪
云
、
桑
林
湯
柴
名
。
案
杜
預
・
司
馬
彪
並
以
桑
林
局
湯
集
。
左
侍
孔
疏
引
車
甫
誼
説
又
以
桑
林
局
大
法
別
名
。
以
此
書
及
准
南
書
訟
之
、
桑
林
葺
大
林
之
名
。
湯
稽
早
於
彼
、
故
宋
亦
立
其
肥
。
左
昭
二
十
一
年
侍
云
、
宋
城
20 
柑
白
服
及
桑
林
之
門
。
首
即
望
杷
桑
林
之
慮
。
因
湯
以
盛
築
鵡
早
於
桑
林
、
後
世
沿
襲
遂
有
桑
林
之
築
失
。
」
(
却
)
杜
預
注
「
桑
林
、
殿
天
子
之
柴
名
。
」
(
初
)
注
(
お
)
を
参
照
。
(
担
)
『
量
子
間
話
』
「
周
組
州
長
鄭
注
云
、
周
猶
合
也
、
田
市
也
。
」
こ
れ
は
「
周
礼
』
地
官
「
州
長
」
の
条
「
各
廊
其
州
之
民
」
に
対
す
る
鄭
玄
の
注
「
厨
猶
合
也
、
同
州
也
。
」
を
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
(
M
M
)
諜
消
舗
な
ど
『
詩
経
』
の
詩
に
、
男
女
が
唱
和
し
て
婚
約
す
る
、
い
わ
ゆ
る
歌
痕
・
畑
地
曾
の
習
俗
が
窺
え
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
金
回
純
一
郎
「
唱
和
方
式
の
婚
俗
を
め
ぐ
っ
て
(
下
)
|
|
東
門
孜
l
i」
(
『
京
都
女
子
大
学
紀
要
』
十
六
一
九
五
七
年
)
、
白
川
静
『
詩
経
国
風
』
(
東
洋
文
庫
開
平
凡
社
一
九
九
O
年
)
参
照
。
(
お
)
鄭
玄
笠
「
間
男
使
往
観
於
清
之
外
、
一
吉
其
土
地
信
寛
大
文
興
ー
也
。
」
(
鈍
)
前
掲
郭
沫
若
「
釈
祖
批
」
。
(
お
)
西
岡
市
祐
「
「
女
日
観
乎
」
惑
解
」
(
『
漢
文
学
会
会
報
』
第
一
一
一
一
輯
一
九
七
六
年
)
。
(
お
)
白
川
静
『
字
統
』
(
平
凡
社
一
九
八
四
年
)
一
三
三
頁
「
観
」
字
。
(
幻
)
神
婚
儀
礼
に
つ
い
て
は
、
中
鉢
雅
量
「
詩
経
に
お
け
る
神
婚
儀
礼
」
(
『
中
国
の
祭
紀
と
文
学
』
創
文
社
一
九
八
九
年
、
初
出
は
「
東
方
宗
教
』
第
六
六
号
一
九
八
五
年
)
を
参
照
。
(
お
)
「
夢
」
が
「
社
」
等
を
含
ん
で
い
た
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
前
掲
郭
沫
若
「
釈
祖
枇
」
を
参
照
。
ま
た
、
前
掲
注
(
初
)
陳
夢
家
「
高
藤
郊
社
祖
廟
通
考
」
に
付
さ
れ
た
践
の
中
で
、
間
一
多
は
「
間
社
」
「
丘
陵
」
が
雲
夢
沢
に
あ
る
と
す
る
。
(
鈎
)
招
魂
篇
の
春
と
い
う
季
節
に
特
に
注
目
し
た
研
究
に
、
李
姻
海
「
上
古
的
春
瀞
節
与
《
楚
辞
・
招
魂
》
」
(
『
江
漢
論
槙
』
四
号
、
総
第
八
O
期
、
一
九
八
七
年
)
が
あ
る
。
ま
た
、
春
の
季
節
祭
を
論
じ
た
も
の
に
、
マ
ル
セ
ル
・
グ
ラ
ネ
『
中
国
古
代
の
祭
礼
と
歌
謡
史
内
田
智
雄
訳
東
洋
文
庫
剛
平
凡
社
一
九
八
九
年
、
初
版
は
「
支
那
古
代
の
祭
礼
と
歌
謡
』
弘
文
堂
書
一
一
房
一
九
三
八
年
、
原
著
宮
司
2
-
C
Eロ
耳
、
司
R
日
早
口
E
E
E
m
E
2
0自
由
合
Z
2
5
0・H
沼
恒
)
「
第
二
篇
古
代
の
祭
礼
」
、
桐
本
東
太
「
中
国
古
代
の
蓋
|
|
季
節
祭
と
の
関
速
か
ら
」
(
『
中
国
古
代
の
民
俗
と
文
化
』
刀
水
害
一
一
周
二
O
O四
年
、
初
出
は
『
史
学
』
五
五
巻
一
号
一
九
八
五
年
)
が
あ
る
。
(ω)
正
史
に
「
三
月
上
巳
」
が
記
さ
れ
る
の
は
、
『
後
漢
書
」
礼
儀
志
に
「
是
月
上
巳
、
官
民
皆
緊
於
東
流
水
上
、
臼
洗
濯
放
除
去
宿
垢
灰
為
大
索
。
」
と
あ
る
の
が
初
出
で
あ
る
。
放
除
に
つ
い
て
は
、
『
風
俗
通
義
」
「
和
典
」
に
、
「
艇
、
諮
按
、
周
穂
、
男
一
品
掌
望
肥
望
街
、
芳
招
以
茅
。
女
一
品
掌
歳
時
以
蹴
除
罪
浴
。
践
者
潔
也
。
春
者
讃
也
。
誼
菰
揺
動
也
。
尚
書
、
以
股
仲
春
、
阪
民
析
。
言
人
解
療
生
疾
之
時
、
故
於
水
上
舞
潔
之
也
。
巳
者
祉
也
。
邪
疾
巳
去
、
祈
分
祉
也
。
」
と
あ
る
。
(
H
U
)
注
(
鈎
)
李
痢
海
「
上
古
的
春
瀞
節
与
《
楚
辞
・
招
魂
》
」
、
注
(
お
)
西
岡
市
祐
「
「
女
回
観
乎
」
惑
解
」
参
照
。
(
位
)
主
充
は
『
論
垣
間
』
の
「
蹄
」
を
「
簡
」
に
作
っ
て
い
る
。
家
井
真
氏
に
よ
れ
ば
、
「
俄
」
に
作
る
べ
き
で
、
「
神
に
供
物
を
す
す
め
る
」
意
で
あ
る
と
い
う
。
(
『
『
詩
経
』
の
原
義
的
研
究
』
研
文
出
版
二
O
O四
年
二
五
O
頁
、
初
出
は
「
「
詩
経
』
に
於
け
る
渡
河
の
「
興
」
詞
と
そ
の
展
開
に
就
い
て
」
、
「
二
松
学
舎
大
学
論
集
』
創
立
百
周
年
記
念
中
国
文
学
稿
一
九
七
七
年
)
。
(
必
)
「
高
線
(
郊
謀
こ
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
(
却
)
陳
夢
家
「
高
線
郊
社
祖
廟
通
考
」
、
小
林
太
市
郎
「
高
楳
考
」
(
『
支
那
学
』
第
一
O
巻
特
別
号
一
九
四
二
年
)
、
鉄
井
慶
紀
「
高
線
の
起
源
に
つ
い
て
」
(
注
(
幻
)
前
掲
番
所
収
、
初
出
は
『
東
方
宗
教
』
三
O
号
一
九
六
七
年
)
を
参
照
。
こ
の
高
藤
の
祭
杷
と
、
本
稿
四
ー
一
で
述
べ
た
亙
が
行
う
放
除
に
は
関
連
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
『
詩
経
』
大
雅
・
生
民
篇
の
「
克
躍
克
砲
、
以
弗
無
子
」
に
対
す
る
毛
伝
に
、
「
弗
、
去
也
。
去
無
子
求
有
子
、
古
者
必
立
郊
椋
鷲
ロ
」
と
あ
り
、
鄭
玄
の
筆
は
「
弗
之
号
一
同
放
也
。
菱
娠
之
生
后
稜
如
何
乎
、
乃
題
杷
上
帝
於
郊
線
、
以
放
除
其
無
子
之
疾
、
而
得
其
福
也
。
」
と
注
釈
す
る
。
毛
伝
が
、
郊
謀
を
肥
る
折
、
す
な
わ
ち
春
に
、
子
供
が
で
き
な
い
と
い
う
「
疾
」
を
「
赦
除
」
す
る
と
言
い
、
邸
玄
蜜
が
「
蔽
除
」
に
よ
っ
て
「
福
」
、
具
体
的
に
は
子
宝
を
得
た
と
述
べ
る
の
は
、
『
周
礼
」
「
男
忍
」
の
「
春
招
到
、
以
除
疾
病
」
(
春
に
福
を
招
き
、
疾
病
を
献
う
)
と
い
う
職
掌
と
一
致
し
て
い
る
。
(
叫
)
注
(
却
)
前
掲
、
聞
一
多
「
高
唐
神
女
伝
説
之
分
析
」
は
、
媒
氏
の
島
「
聴
之
子
勝
園
之
社
」
を
社
樹
の
下
に
お
い
て
で
あ
る
と
し
、
「
令
合
男
回
女
」
も
社
に
お
い
て
行
わ
れ
た
と
す
る
。
問
(
K
N
)
鄭
風
・
東
門
之
埠
篇
の
毛
伝
に
「
東
門
、
城
東
門
也
。
」
と
あ
る
こ
時
と
か
ら
、
『
詩
経
』
に
歌
わ
れ
る
「
東
門
」
は
、
城
壁
の
束
円
で
あ
る
聞
と
考
え
ら
れ
る
。
「
東
門
」
お
よ
び
東
門
之
楊
鯖
に
つ
い
て
は
、
注
(
辺
)
川
町
金
田
純
一
郎
「
唱
和
方
式
の
婚
俗
を
め
ぐ
っ
て
」
を
参
照
。
金
田
氏
は
汎
陳
風
・
東
門
之
扮
舗
に
見
え
る
東
門
の
「
扮
」
樹
、
宛
丘
の
「
捌
」
樹
淵
を
社
樹
と
推
定
す
る
。
氏
の
説
に
従
え
ば
、
東
門
之
楊
篇
の
「
楊
」
も
招
社
樹
と
共
通
す
る
性
格
を
持
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
(
日
叩
)
前
掲
注
(
m
M
)
白
川
静
『
詩
経
国
風
』
「
漆
消
」
参
照
。
(
灯
)
『
経
典
釈
文
』
「
我
負
。
音
云
。
本
或
作
云
。
韓
詩
作
魂
。
魂
、
神
也
。
」
21 
(
必
)
藤
野
岩
友
氏
前
掲
替
二
O
三
頁
は
出
其
東
門
篇
を
「
生
時
の
魂
の
見
え
る
最
初
の
文
献
」
と
す
る
。
な
お
、
招
魂
篇
招
辞
に
は
、
「
塊
よ
蹄
り
来
た
れ
、
怖
門
に
入
れ
(
魂
守
的
来
、
入
筒
門
些
)
」
と
あ
っ
て
、
玉
逸
は
「
倫
門
、
部
城
門
也
。
」
と
注
し
て
い
る
。
城
門
に
お
い
て
招
魂
が
行
わ
れ
る
点
は
、
招
魂
舗
と
出
其
東
門
篇
に
共
通
で
あ
る
。
城
門
の
機
能
に
つ
い
て
は
、
増
野
弘
幸
「
『
詩
経
」
郡
風
北
門
篇
に
お
け
る
「
門
」
の
意
味
に
つ
い
て
」
(
「
大
要
因
文
』
第
二
二
号
一
九
九
一
年
)
を
参
照
。
隠
と
り
t
(
川
叩
)
招
魂
篇
乱
辞
に
は
「
湛
湛
た
る
江
の
水
、
上
に
楓
有
り
」
と
雲
夢
沢
ふ
3
の
水
辺
に
立
つ
「
楓
」
の
木
が
歌
わ
れ
て
い
る
。
雲
夢
沢
そ
の
も
の
が
歌
恒
一
の
場
と
考
え
ら
れ
る
が
、
水
辺
で
あ
る
こ
と
、
樹
木
が
生
え
て
い
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
考
察
で
明
ら
か
と
な
っ
た
、
歌
垣
の
場
所
の
条
件
を
重
ね
て
満
た
し
て
い
る
。
こ
の
「
楓
」
樹
は
、
「
社
」
の
樹
木
と
同
様
の
意
味
合
い
を
持
っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
恐
ら
く
は
楓
の
大
樹
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
注
(
必
)
参
照
。
(
印
)
「
七
発
」
と
招
魂
筋
の
鋪
陳
表
現
に
つ
い
て
は
、
藤
原
尚
「
「
七
発
」
の
修
辞
に
つ
い
て
1
1
i
そ
の
リ
ズ
ム
と
典
故
1
1
1」
(
「
小
尾
博
士
古
稀
記
念
中
園
祭
論
集
』
汲
古
書
院
一
九
八
三
年
)
を
参
照
。
(
日
)
注
(
印
)
藤
原
氏
の
論
文
に
よ
れ
ば
、
「
七
発
」
が
拠
り
所
に
し
た
の
は
基
本
的
に
「
高
唐
賦
」
と
招
魂
鰐
で
あ
る
と
い
う
。
「
七
発
」
は
、
「
高
厨
賦
」
の
宮
廷
文
人
が
王
侯
に
語
る
と
い
う
枠
組
み
を
継
承
し
て
い
る
と
も
言
え
る
。
(
臼
)
大
招
篇
に
つ
い
て
、
静
国
恩
『
楚
辞
概
論
』
(
商
務
印
書
館
一
九
三
三
年
)
「
第
三
篇
第
七
章
大
招
」
、
陸
侃
知
・
鴻
況
君
注
(9)
前
掲
書
は
、
招
魂
篇
に
擬
し
て
後
世
作
ら
れ
た
作
品
で
あ
る
と
す
る
。
